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条
例
の
制
定　
　
　
　

１
件

▽
暴
力
団
排
除
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本

理
念
、
施
策
等
を
定
め
る
も
の
。

条
例
の
廃
止　
　
　
　

３
件

▽
教
育
研
究
所
設
置
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

教
育
職
員
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

広
域
的
視
点
に
立
っ
て
見
直
す
た

め
、
市
が
単
独
で
設
置
す
る
教
育

研
究
所
を
廃
止
す
る
も
の
。

▽
国
際
交
流
基
金
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

一
般
的
な
資
金
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
目
的
が
限
定
さ
れ
、
資

金
活
用
が
制
限
さ
れ
る
基
金
を
廃

止
す
る
も
の
。

▽
野
外
活
動
場
設
置
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

平
成
十
五
年
発
生
の
災
害
に
伴

う
被
害
に
よ
り
、
再
整
備
が
困
難

と
な
っ
た
た
め
廃
止
す
る
も
の
。

条
例
の
改
正　
　
　
　

７
件

▽
消
防
団
員
の
定
員
、
任
用
、
給
与
、

分
限
及
び
懲
戒
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

消
防
団
の
充
実
を
図
り
、
一
層

の
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
消

防
団
の
定
数
を
増
員
す
る
も
の
。

▽
情
報
公
開
条
例　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

開
示
請
求
の
手
続
等
に
関
し
、

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

▽
個
人
情
報
保
護
条
例﹇
原
案
可
決
﹈

　

個
人
情
報
の
外
部
提
供
の
制
限
、

開
示
請
求
の
手
続
等
に
関
し
、
所

要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

▽
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

長
時
間
に
わ
た
る
時
間
外
勤
務

を
し
た
職
員
に
対
し
休
息
の
機
会

を
与
え
る
も
の
。

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

職
員
の
管
理
職
手
当
の
定
額
化

や
、
通
勤
手
当
の
支
給
範
囲
及
び

時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
の

見
直
し
を
行
う
も
の
。

▽
特
別
会
計
条
例　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
及
び

都
市
開
発
資
金
事
業
特
別
会
計
を

廃
止
す
る
も
の
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

保
険
税
減
免
措
置
の
期
間
を
延

長
す
る
も
の
。

補
正
予
算　
　
　
　
　

８
件

▽
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
（
第

七
号
）　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
減
額
﹈二
億
六
、六
四
一
万
二
千
円

﹇
総
額
﹈

　

二
七
一
億
九
、四
九
二
万
八
千
円

▽
平
成
二
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
（
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
増
額
﹈　

三
、九
九
五
万
六
千
円

﹇
総
額
﹈

　
　

九
四
億
七
、六
六
六
万
一
千
円

▽
平
成
二
十
一
年
度
老
人
保
健
医
療

事
業
特
別
会
計
（
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
減
額
﹈　
　
　
　
　
　

二
〇
万
円

﹇
総
額
﹈　
　
　

二
、九
〇
九
万
円

▽
平
成
二
十
一
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
（
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
増
額
﹈　
　
　

八
八
五
万
五
千
円

﹇
総
額
﹈八
億
九
、五
二
九
万
七
千
円

▽
平
成
二
十
一
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計（
第
三
号
）﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
減
額
﹈　

九
、三
一
二
万
四
千
円

﹇
総
額
﹈

　
　

四
二
億
五
、四
六
五
万
八
千
円

▽
平
成
二
十
一
年
度
筑
紫
地
区
介
護

認
定
審
査
会
事
業
特
別
会
計
（
第

一
号
）　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
減
額
﹈　
　
　
　
　

四
六
九
万
円

﹇
総
額
﹈　
　
　

六
、七
一
一
万
円

▽
平
成
二
十
一
年
度
土
地
取
得
事
業

特
別
会
計（
第
一
号
）﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
減
額
﹈　
　
　
　

九
三
万
四
千
円

﹇
総
額
﹈　
　
　

二
億
七
七
三
万
円

▽
平
成
二
十
一
年
度
下
水
道
事
業
会

計
（
第
六
号
）　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

収
益
的
収
入

﹇
減
額
﹈　

一
、五
七
三
万
五
千
円

﹇
総
額
﹈

　
　

二
一
億
五
、一
二
五
万
六
千
円

収
益
的
支
出

﹇
減
額
﹈　

一
、三
三
八
万
三
千
円

﹇
総
額
﹈

　
　

一
九
億
八
、四
六
四
万
四
千
円

資
本
的
収
入

﹇
減
額
﹈　
　
　

一
、〇
六
〇
万
円

﹇
総
額
﹈

　
　

一
〇
億
四
、〇
〇
六
万
一
千
円

資
本
的
支
出

﹇
減
額
﹈　
　
　

一
、一
六
五
万
円

﹇
総
額
﹈

　
　

一
七
億
九
、一
五
九
万
六
千
円

当
初
予
算　
　
　
　
　

７
件

▽
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
総
額
﹈

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
一
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

　

平
成
二
十
二
年
第
一
回
（
三
月
）
定
例
会
は
三
月
一
日
に
招
集
さ
れ
、
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
二
十
五
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
二
七
六
億
三
、
一
七
九
万
七
千
円
を
総
額
と
す
る
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
議

案
な
ど
、
三
十
一
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
又
は
委
員
会
提
出
の
意
見
書
三
件
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
政
府
関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
陳
情
三
件
、
要
望
一
件
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に
送
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
一
件
に
つ
い
て
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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二
七
六
億
三
、一
七
九
万
七
千
円

　
　
　
（
対
前
年
度
比
七
・
一
％
増
）

※
内
訳
の
概
要
は
十
四
ペ
ー
ジ
参
照

▽
平
成
二
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
総
額
﹈

　
　

九
五
億
八
、一
九
二
万
四
千
円

　
　
　
（
対
前
年
度
比
一
・
〇
％
増
）

▽
平
成
二
十
二
年
度
老
人
保
健
医
療

事
業
特
別
会
計　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
総
額
﹈　

一
、〇
二
七
万
五
千
円

　
　
（
対
前
年
度
比
三
一
・
八
％
減
）

▽
平
成
二
十
二
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
総
額
﹈

　
　

一
〇
億
一
、九
七
二
万
八
千
円

　
　
（
対
前
年
度
比
一
〇
・
一
％
増
）

▽
平
成
二
十
二
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
総
額
﹈

　
　

四
五
億
二
、七
〇
六
万
四
千
円

　
　
　
（
対
前
年
度
比
六
・
〇
％
増
）

▽
平
成
二
十
二
年
度
筑
紫
地
区
介
護

認
定
審
査
会
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
総
額
﹈　

八
、〇
七
三
万
九
千
円

　
　
（
対
前
年
度
比
一
二
・
四
％
増
）

▽
平
成
二
十
二
年
度
下
水
道
事
業
会

計　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

﹇
収
益
的
収
入
総
額
﹈

　
　
　
　

二
〇
億
九
、三
一
一
万
円

　
　
　
（
対
前
年
度
比
一
・
三
％
減
）

﹇
収
益
的
支
出
総
額
﹈

　
　

一
八
億
八
、八
九
四
万
二
千
円

　
　
　
（
対
前
年
度
比
三
・
三
％
減
）

﹇
資
本
的
収
入
総
額
﹈

　
　
　
　
　

九
億
九
四
四
万
四
千
円

　
　
（
対
前
年
度
比
一
四
・
三
％
減
）

﹇
資
本
的
支
出
総
額
﹈

　
　
　
　

一
七
億
六
〇
二
万
六
千
円

　
　
　
（
対
前
年
度
比
五
・
八
％
減
）

そ
の
他
の
案
件　
　
　

４
件

▽
市
道
路
線
の
認
定　
　
　
﹇
承
認
﹈

　
（
仮
称
）フ
ォ
レ
ス
ト
シ
テ
ィ
開

発
に
伴
う
市
道
の
十
二
路
線
。

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理

者
の
指
定　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

春
日
東
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
分
離
・
新
設
に
伴
い
、
指
定
管

理
者
の
指
定
を
行
う
も
の
。

▽
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
に

つ
い
て　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

▽
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
減
に
つ
い
て﹇
原
案
可
決
﹈

　

以
上
の
二
件
は
、
糸
島
市
や
八

女
市
の
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
を
増
減
す
る
も
の
。

議
員
提
出
議
案　
　
　

１
件

▽
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

予
算
を
よ
り
深
く
具
体
的
に
審

査
し
、
将
来
の
財
政
運
営
の
健
全

な
発
展
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
議

員
全
員
に
よ
る
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
も
の
。
委
員
会

で
は
委
員
長
に
前
田
俊
雄
議
員
、

副
委
員
長
に
大
久
保
妙
子
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

報
告
事
項　
　
　
　
　

１
件

▽
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
公
用
車
に

よ
る
交
通
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償

の
額
の
決
定
に
つ
い
て
）﹇
受
理
﹈

　

市
嘱
託
職
員
が
運
転
す
る
公
用

車
が
民
間
の
駐
車
場
に
お
い
て
照

明
灯
に
接
触
し
、
物
的
損
害
を
与

え
た
た
め
賠
償
金
を
支
払
う
も
の
。

請　

願　
　
　
　
　
　

１
件

▽
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付

与
の
法
制
化
に
反
対
す
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
採　

択
﹈

　

国
に
対
す
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
採
択
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

意
見
書　
　
　
　
　
　

３
件

　

市
議
会
は
、
議
員
又
は
委
員
会

が
提
出
し
た
次
の
意
見
書
を
可
決

し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見
書
は
、

政
府
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

▽
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付

与
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

国
が
「
永
住
外
国
人
へ
の
地
方

参
政
権
付
与
に
関
す
る
法
律
」
を

制
定
し
な
い
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
も
の
。

▽
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現

に
関
す
る
意
見
書　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

二
○
一
○
年
に
開
か
れ
る
核
拡

散
防
止
条
約
再
検
討
会
議
で
実
効

あ
る
核
兵
器
廃
絶
が
合
意
さ
れ
る

べ
く
、政
府
が
国
際
的
な
核
軍
縮
・

不
拡
散
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的

な
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
も

の
。

▽
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
基
盤

整
備
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
原
案
可
決
﹈

　

二
○
一
二
年
に
行
わ
れ
る
介
護

保
険
制
度
改
正
で
の
抜
本
的
な
制

度
設
計
の
見
直
し
を
求
め
る
も
の
。

陳　

情　
　
　
　
　
　

３
件

　

市
議
会
は
、
次
の
陳
情
を
所
管

の
常
任
委
員
会
に
送
付
し
ま
し
た
。

▽
西
日
本
鉄
道
が
行
う
、
女
性
専
用

車
両
運
行
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
﹇
地
域
建
設
委
員
会
へ
送
付
﹈

▽
夫
婦
別
姓
な
ど
日
本
解
体
法
案
の

国
会
提
出
に
反
対
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

　
　
　
﹇
総
務
文
教
委
員
会
へ
送
付
﹈

▽
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化

に
反
対
す
る
陳
情

　
　
　
﹇
総
務
文
教
委
員
会
へ
送
付
﹈

要　

望　
　
　
　
　
　

１
件
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付
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書
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案
し
原
案
可
決
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